


















































































強制収容所へ連行された者、S. T. O.（Service du travail obligatoire）⑺に捕らえ
られた者、フランスに逃亡した者、レジスタンスに参加した者などがいたが、
政治的な中立を貫くことでベルギーに残ることができた者も、ファシストを恐
























































































央・東欧諸国の亡命者キャンプで採用された。彼らは 1945年 4月から 1947
年 5月の捕虜帰国決定まで炭坑夫として働いた。彼らの中にはベルギーの滞在


























の炭坑で働くイタリア人労働者 1人につき 1日 2百キロの石炭をイタリアに
供給するという 1945年末の決定に従い、移民を組織的に受け入れる整備を進
めることになった⒆。
　長い交渉と準備を経て 1946年 6月 20日、両国政府代表はイタリアへの石
炭供給に対するベルギーへの 5万人の炭坑夫派遣に合意し、協定議定書（Pro-





























































































































































































































































































































































































ンダに過ぎないと（Morelli: 20-22, in SD）。
　モレッリはさらに、協定締結 50周年記念の際に「コッリエーレ・デッラ・
セーラ」紙に載った記事のタイトル「ブリュッセルは平時の欧州最大の強制連
行を記念する（Bruxelles ricorda la più grande deportazione europea in tempi di 
























































カトリック教会のそれに同じであった。（Aubert in Aubert 1985: 20）
⑸　この時期のイタリア人移民の移住傾向については Cuoco（2007: 15-17）および
Aubert（1985: 13-24）も参照。














戦闘汽船 Kabatoを魚雷攻撃。(Archive du Ministère des Affaires étrangères de Belgi-
que (dorénavant A. M. A. E. B.), dossier 5487, note de la direction générale de la 
Politique, 11-12-1945, renvoyant à une note de décembre 1943. Voir aussi R. Motz, La 
Belgique invaincue, Londre, s. d. (1943), p. 123) in Aubert 1985: 30.
⑾　1947年 2月に結ばれたパリ条約のうちのイタリア平和条約。




















ギーの石炭の値段はヨーロッパで最も高かった。（Dumoulin: 36, in Aubert 1985）
⒇　ちなみに、フランスは第 2次世界大戦直後、最も多くのイタリア人が移住した国で

















献に詳しい。フランス Pierre Guillen（Dumoulin 1989: 37-51）、ルクセンブルク
Michel Pauly（Dumoulin 1989: 65-91）、 ド イ ツ Claude Hubain（Dumoulin 1989: 








＝ 950、ベルギー＝ 800（Tilly: 15）
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23　それ以前は「移住・移民の法的保護、および関連規則についての措置の関係全法規
集」Testo unico dei provvedimenti sulla emigrazione e sulla tutela giuridica degli emi-
granti (R. D. 13. XI. 1919 n. 2205) ed il relativo regolamento (10 luglio 1921 n. 375)が
用いられていた。憲法の条文は、畑博行・小森田秋夫編、高橋利安訳「イタリア共和
国」『世界の憲法』（第 5版）、有信堂高文社、2018による。
24　Ezio Vanoni（1903-1956）：（1954年 1月～1956年 2月予算大臣）
25　Piano Vanoni：原題「イタリアにおける雇用・歳入発展計画 1955年～1964年」
Schema di sviluppo dell’occupazione e del reddito in Italia nel decennio 1955-1964
26　外国移住者はイタリアの歳出赤字を和らげた（1947年から 1955年の間で 5億 5千
2百万ドル）。（Tilly: 15）
27　この数字は、他の複数の研究者の報告数と近似のデュムーランの報告に従うもので
ある（Dumoulin in Aubert 1985: 37）。ちなみに採用を担当したベルギー石炭連盟








の現れである。A. M. A. E. B., dossier 6497, sur la base du Bollettino Quindicinale 
dell’Emigrazione, numero 7, 10-4-1952, procès-verbal de la réunion de la Commission 
mixte italo-belge, 26-11-1948, p. , 4; procès-verbal, 31-10-1951; de Ridder à Van Zee-














盟会館 L’INCA-CGIL（Istituto Nazionale Confederale di Assistenza-Confederazione 


















がすんなりとはまり込んだとも言える。（Cumoli: 77-78, in Morelli 2016）
36　1953年 10月 21日にカラブリア地方を襲った大洪水








我々は信じる」（Dumoulin: 51-52, in Aubert 1985）
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39　Altiero Spinelli (1907-1986),  Ernesto Rossi (1897-1967)
40　Manifesto di Ventotene：原題「自由統一ヨーロッパへ─宣言構想＝ Per un’Europa 





45　米国務長官ジョージ・マーシャル（General George Marshall: 1880-1959）によって
宣言された。
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